
NEW
COMPASS

Corporate Sustainability
サスティナビリティ/
ダイバーシティ関連コンテンツ

特別広告企画のご案内

つきましては、本企画書をご高覧の上、
ご出稿をご検討くださいますよう
お願いいたします。

［NEW COMPASS（ニュー コンパス）とは］
世界が2030年のSDGs達成を目指す今、
企業が長期にわたり生き残るためには、
サステナビリティの観点を経営に取り込むことが
重要だという認識が浸透してきています。
また、投資家を含めたステークホルダーからの評価や
企業の存在価値を高めるエッセンスとして
SDGs、CSR/CSV、ESG領域、ダイバーシティ、
障がい者雇用、LGBTなどに
関連する発信も注目されています。
当企画では、企業のそうした潮流、
取り組みの数々を次代を見据えた
新しい羅針盤「ニュー コンパス」として
分かりやすく紹介します。

企 画 要 項
企画構成
取材・執筆/本誌委嘱ライターが取材し、記事スタイルでまとめます。
撮影/写真は、原則としてカメラマンが撮影します。事前のご相談にも応じます。

掲載料金
見開き２ページ
2,500,000円
（税別・制作費込み /通常価格254万円 + 制作費50万円=304万円）
４ページ
4,500,000円
（税別・制作費込み/通常価格508万円+ 制作費100万円= 608万円）
※増ページ　1ページ単位でプラスすることもできます。料金はお問い合わせください。

お申し込み締切　発売日の60日前
取材撮影締切　発売日の40日前

①

②

お問い合わせ先
ダイヤモンド社 ビジネスメディア局
本  社　〒 150‒8409 東京都渋谷区神宮前6‒12‒17

TEL.03-5778-7220
FAX.03-5464-0783

「週刊ダイヤモンド」は、1913（大
正２）年の創刊以来100年以上に
わたり、日本の産業、企業そして
企業人と共に歩んでまいりました。
その間、常にビジネスの現場にい
る経営者、部課長などの管理職の
方々を主たる読者層として、新鮮
な切り口で情報を提供し続けてき
ました。この方針は編集記事のみ
ならずタイアップ広告においても
一貫して守られております。読者に
とっては広告もまた大事なビジネ
ス情報と捉えられているからです。

抜き刷り
https://adinfo.diamond.jp/dw/menu-1/

ダイヤモンド・オンライン転載
https://adinfo.diamond.jp/wp-content/uploads/dol_tensai.pdf

オプション（別料金）
抜き刷りとダイヤモンド・オンラインへの転載につきましては、下記からそれぞれ
ご確認ください。

その他のオプションに関しましてはお問い合わせください。

https://adinfo.diamond.jp/dw/menu-1/
https://adinfo.diamond.jp/wp-content/uploads/dol_tensai.pdf
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文だみー大学経済学部に着任する直前まで、西崎文平教授
は内閣府経済社会総合研究所の所長として、GDPや景気動

向指数の作成に携わっていた。経済学部では統計学や地域経済論、
経済指標の見方などを教えてきた。景気判断の実務では、数え切れ
ないほど多くの統計を利用するが、最近注目されているのがビッグ
データの利用だ。例えば足元の消費の状況を把握しようとすると、ク
レジットカードの決済データや、POSデータ、さらにはスマートフォ
ンの位置情報が役に立つ。さらに「あまり売れない」「景気が悪い
ね」など、SNSで飛び交うテキストデータも参考になる。
「本文ダミーは、景気判断の速報性という観点から見ると便利です
が、母集団が明確な政府統計に比べると、データに偏りが出てしま
うのが問題です。ただし今後は、従来型の統計とこうした新しいデ
ータを融合させ、分析していくことが主流になるでしょう」データは
時 、々人間の直感に反する答えを出してくるが、「そこにデータの本当
の価値がある」と西崎教授は語る。
統計リテラシーを持つ人材の育成、
それが西崎教授の目指すところだ。

安全で高品質の
住宅の供給を通じて
持続可能な社会を創る

NEW
CO
M
PASS

本

問い合わせ先 株式会社 ダイヤモンド社
〒150-8409
東京都渋谷区神宮前6-12-17 ダイヤモンドビル
TEL :03-5778-7200
URL:https://www.diamond.co.jp/
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ダイヤモンド社
大屋 門SDGs推進室長

大学との連携、オープンソースで
イノベーションに臨む
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介
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狙
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ダイヤモンド社
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■SDGs、CSR/CSV、ESG領域、ダイバーシティ、障がい者雇用、
LGBTなどサスティナビリティ/ダイバーシティ関連コンテンツを収納

誌面構成イメージ

■デザインは持続可能な開発目標「SDGs」を彷彿とさせる
SDGsカラーを使用します。

■本誌委嘱ライターが取材を基に執筆します。取材対象者の画像は
原則撮り下ろしを使用。商材等はお借りすることがございます。

■本企画は通常料金よりお得な広告料金を設定しています。

■ビジネス誌として幅広い読者をもつ本誌に「記事」が掲載される
企業として、本誌の良質な読者に広く貴社名が認知されます。

企画タイトル

メインタイトル
30文字程度

リード
100文字程度

本文
全体の本文量は
14文字×120行程度
（1600～1800文字程度）
となります

企業名

ニュー コンパス
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写真キャプション
各50文字程度

問い合わせ
会社名、所在地、連絡先、
ホームページのURL、
QRコードなど

クレジット
PR表記が入ります
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8

9
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ビジュアル
貴社取り組みの内容、
活動の様子、商材・サービス
などを想定しております
（人物写真、商材、図版など
４～５点）

ビジュアル ビジュアル

ビジュアル

6

6 6

https://www.diamond.co.jp/



